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試 験 開 胸














































































































申し上げましたが, 一方直径 3cm 以下 の小型
肺癌の場合で も試験開胸に終 った り,あるいは
姑息的切除 に 終 らざるをえなかった 症例が 15
例, すなわち全症例の %近 くもみられること

































では, 2倍近 くのよい成績を示 しています｡
一方,小型肺癌の場合における術後の死因を










そこで私共 は 根治的な 手術を 不可能にした
り,再発を招来 した りす る因子 について検討す
昭和41.9
⑲ :小 型 肺 癌 の 死 因
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すなわち 直径 1ないし2cm の 大きさにまで発
育 したものでは,病巣がそれ らの肺内 リンパ管


















肺からす るリンパの流れはスライ ド⑲で どらん

















































基準 Ⅹ1,Ⅹ 2,Ⅹ 3を用いましたが,3,000R以上の
照射をうけたものでは,Ⅹ 3の結果をえたものが
大部分を占めています｡もっともなかには6,000
















群の方 がやや 成績が 優 れているようでありま
す｡ただし,術前照射を行なった症例の数がま
だあまり多 くありませんので,これを有意の差
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の 1回使用量の10回分以上, すなわち, Mit0-
mycinCであれば 20mgm 以上,Endoxanで





















術 後 経 過 期 間
以上肺癌の外科的治療についての私共の経験
の一端を申上げ,御参考に供する次第でありま
す｡
